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各期の活励

ぬ。村人は皆雌康であり度い。

今現実の日本を見る。如何に理想から遠いことか。

食料は米国からの柿給でやっと支えている。着るもの

も乏しい。焼野原に次第に仮小屋が建ってきたけれど

も新しい夫と妻とを容れる家がない。又絶え間なく闘

争が続けられる。次に世界を見渡す． 日本程ではなく

とも，理想に近いとは云い得ない。

如何にしてとの苦しい日本の現状を改良し得るであ

ろうか。我火は理智(WisdOm)を励員し、 、合理的

(Rational) な思索と実行をして有力ならL･むるより

他にないと思う。 ・合理は科学である。科学に依っての

薙日木は救われる。

・ 世界における大小の社会も亦合理即ち科学に依一って

の象発展進歩する。即ち，人間の本質の哲学を究め，

人間述が相寄って作る社会の諸誉の理諭を研究す着,。

永い過去に亘.って人類が為し米.った服史と文芸を究必

て将来の幸禰に資する。自然の現象の規律を求め，進

んでその規律を医，伽，工に応用して生活を鯉かにす

る。賊に科学は人瓶社会の稲祉の韮礎である。それI,煮

研究室の桑のものでなく，行政にも，産業にも生活に

も反映浸透させなければならぬ。

誠に利,学城有力である。然しこの力を押取と破滅に

･使ってはならぬ。平和と雌栄に役立てればならぬ｡‘

日本の科学新は科学の力を侭じ、その諜朋を企画し

て日本学術会縦を作り，互に避んだ会貝をこの会に送

った。避ばれた210人は,科学こそ典に日本を再雌し世

界人畑の禰祉に武|＃けると固く侭じ，世界の学界と捉

挑して，今日のこの日から活発に活肋しようと思う。

終りに|ﾐ1本学術会剛の生承の母であ為学術体制刷新

委貝会，殊に派11t委員長に厚く感謝する。又米国科学

学士院より派泄せられた一昨年のアダムス博士ら一

行，昨年のプロンク博士ら一行は， 日本の科学者を激

励し， よい助簡を与えた。また占傾叩司令部の経済科

学局のケリー|!#土は終始愛らぬ援助と奨励を日本の科

学譜に与え、いずれもこの学術会眺の誕生に大いに寄

与した。厚くNI応を素すると共に今後益な助力を得度

い。

木lﾖ発会式に当り， 日本の科学者は勿肺のこと，国

民全体の深い協力の下に日本学術会鵬のすこやかな為

発展を期し， 210名の会員に代って，蚊にこの所･僧を

述べた。
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寅務を果し得る能力をもった全国的学術体制案を政府

に提案す為寅任を担っていたのであります。

日本学術会議及び科学技術行政協議会の成立によ

り，刷新委員会はその衰務を完了したわけでありま
す。 この二つの樫関の両方とも， 日本人独自の立場か

ら作られたもので，学術団体の歴史の中でも全く新し

’,､ものであります。刷新委員会は， 日本の技術的問題

．と取組むために必要な機関の案を作ったということば

かりでなく，非常に困難な卒態の下にあってよく協力

の丈を挙げたことに対しても賞蹟さるべきものであ

り, ．.又本日誕生した日本学術会厳に対し非常によい範

例を示して1,,るのであり主す。

日本学術会礁の会員肱， この全国の科学者の総意に

よる地位に就くに当って， 日本学術会議法に述べられ

ている任務を果すことを承認したわけであります。日

本学術会憩法に述べてあ局と.ころに』二れぱ， 日本学術

会脇は，科学が文化国家の韮礎であるという確信に立

って，科学者の総菰の下に，わが画の平和的復興，人

瓶社会の桶祉に貢献し，世界の学界と捉挽して学術の

進歩に寄与するものであります。 これは大胆な言葉で

ありまして， この負荷の任務を遂行するには攻に有能

な人を要するのであります。これらの責任を果すため

には，学術会賎会員の一人一人が先ず般初に， 自分の

専門的な利益及び地域的の垣を乗り越えねばなりませ
ん。

日本は欧州のそれに比すべき産業21随命の経触を持ち

ませんが，然し，韮礎方面，特に数学，理騰化学，理

総物理学等における発展にはめざましいものがあるの

であり証す。日木の理論科学老は，今なお一流であ

り，立派な仕那をしており，それによって現下の窮状

打開のための基礎をつくるに大いに寄与しておられる

のであります｡科学技術が, 日本の経済的復興に肝要･

のものであることは疑問の余地がありません。新学術
会脳は， 日本の現状に必然的につながる技術問題を認

弛しなければなりホせん。これらの問題の解決の遊

ば’科学者，産業界並びに政府の間の協力的糊判'を主

す斑す強固にすることによっての柔開かれるのであり
ます。この産業への応用は，経済的に必要であるの忍

版らず，又韮礎科学者の椛威を更に高め，その絶えざ
る進歩のために必要な状態をつくって行くことを助け
るでありましょう。

学術会醗法についてみ.ますのに， 日本学術会融の実
行力と影御力は会鴎それ自身の椛威によってのみ決定
されるのであります。この椛威による影獅力というも

のは，会臓がなすところの聡明な，真筆な，そしてよ

く群碓せられた逮雛答申を通じてのみ.もたらされ得る

のであります。皆さん， 日本学術会臓第1回会員各位
は， この柿威をうちたてていくという責任をもまた，
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iは，私の淫く審ぴとするとこるであ11ます。

＃ 思うに,天然海源に恵諏'な',､我国が.職争にょ尋
I荒廃から産莱を芝て直し、国民生活の安定と向上を砿

｜か愚ことば現在の裳圏の当面す葛もっとも大慧燕｡そ
Iしてもっとも困難な間画でありさすが， これが恨本的 ’

1涛淡朧科学技#"振典に信たなければならないので患
： ！)ます。又戦争室永遠iこ掘韮し平和的文化匡震‘LL． ，

iて,新しい周木を竃設することを渋意した認どもは、 ド
j単に自国の平和と自国鴎の幸冊をはかるの桑ならず．

I文化の発達なかんず‘:科学の振興を通じて,世界の千 ‘
｜和と人類社会の禰祉に面献しようとする大きな理想を ，
｜持たなければた!,瀧せん｡ ,腱こと,二科学の帳』川こそ薪
｜日本孑睡の韮礎であ為と共に拾‘｡'農柵であると思うの ：
｜であります。
； 日木学術会餓は､科学j辰皿のこのような国家的要諦
；に応えて‘科学振典の二｢1爵休的方縦を樹立L…その実現

iを図為ため・国寂の諏要な慨関とし.て織立されたも②
IでありまL.て、そID使命は1:ことに1'j《 ， その任蒲は

|難職漉蕊職鯉繊維雛巽
｛いたも'Dであり、生爾の科学懇からそのlj哩を担って ‘
｝選出された210橋の会風が*1'能を粘姫して問題の岬決
Iに当らんと尋'一る“で､本会縦‘･活動に妹多大‘．川侍
；が寄せられるのであり童す｡又日本学術針鼠は勿論層 ‘

iQ侭関で唯あり霞すが,その曲流翫碇諒冒雨蒋
会の政治的便宜のための制肘を受けること‘Dないよ ，

う,悶度の自主性15与えられておるのであり室すcちこ I
こに木会眼の里要な特色があるのでありますが， この i

；ことばそれだけ会風の皆榊D爽圧を皿くすj劃『と思う 1

1のであります。
↓ どうか皆柵にほその任務の虹大な愚ことを鍔誠さ

|鰯護辮蕊蕊驚鴛?御尽力鰻ら筵：
i なおこの鵬会に学術体制刷新の'川魎に関して述命』I[ i
総司令部より与えられた多大の､賑助に探挫の感謝の I

菰を表したいと存じます。終戦催我侭Iにおいてこの間 ‘

l題力§提起されて以来総司令部極済科学局当ﾉ耐におかれ

『てば，撰始一貫温い同浦と理解とを↑織れず,特に再，
I度にわたり,学術順閲団を摺聡篭られ為撤ど.撒派な ，
|助曹と示唆滋与えられたのでありまして,その即厚意 i
iと御支援とをここに政府を代我致しまして〃く即礼申 ’

Iし上げる次第でありきす。

i 賦後に，私は学術体制刷新喪貝会が設肚されてから I

|今圖に菫為塾で本会縦の“に多大の伽尽ヵ漣ぃただ ，
Iいた兼亜委員鎚を．切め学術体側il崎委風会関係各位の ，
)御労苦に衷心敬意と感謝を渋すると共iこ， 日本学術会 ‘
I倣の洋をたる前途を心から抑祝1,,申上げて,激の祝辞 ‘

日本学術会誌発会式における参議院議長祝辞

・祝 辞

新しく成立いたし室した日本学術会議の発会式を挙

行せられるにあたりまして，一言所懐をE{ﾖ述べますこ

とば，怠の欣幸とするところであります。

思うに，文化的民主日本を再建す馬上に鯛きまし

て,､経済の復興が先洩の要件であることはもとよりで

ありますが，同時に，広‘〈文化一般の興隆に寄与すべ

き強い些雌を築くことが， また極めて緊切な事柄であ

愚ことば， あらためて申すぎでもないことと存じま
す。

乃ち賢閲なる全国の科学者諸言におかれましては，

他の行政各部槻排の晟主的改革と平行いたしまして，

旧学術体制の吟味検肘につとに意を注がれ，諸魎の離

凹を打開しつつ，挽寅ず努力せられました苗果，その

総意を反映L.た学術休洞刷新委員会の成案となり， さ

らに館二回国会にお1,､てこれ左立法化し， 日本学術会

曜該が制定されるに至ったことは，邦家のた必まこと

に艇茂に地えな',､ところであり主す。 この法雛にもと
、づきまして， 旧服日本学術会磯会員の避挙が，全日本

‘仁'科学者諸君の問に行われ，各位がそれによって当避

‘ﾜ栄番を荷われましたこJ二に対し，衷心およろこびを

申上げます。

敗職以来端廃したわが国土の上に，健全な文化国家

を再典すると共に，世界の平和に貢献致しますために

は．科学の力が最も有効に応用されなければなりませ

ん。全国矛檸者の代表機関である日本学術会服の，今

後における運蛍がよるしきを得るや否やは，直・らにか

かってわが再辿文化同家の盛衰にはも･らろん，人類一

般の禍祉にも影僻があるものと存ずるのであります。
各位のご洸務は､ まことに正且つ大であります。

国会といたしましても，各位のご活動に対し，でき

るだけ協力を致すことと侭じます。何卒，各位におか

れましても，切#こご自愛ご自亜の上，崇商なるこれら

使命の述成ｻこ諦進せられ， －'一分に日本科学者の爽価を
内外に発揚せら挑ますよう,心から念風しまして祝辞
と致します。

昭和24年1月211ﾖ

参鯛院澱長松平恒雄

1949年1月21日日本学術会読発会式における

H・C・ケリー博士撲拶

座炎，菰田総理大臣代理内閣,々､日諮氏， 日本学術
会眼会長及び列席の各位。

本日解散することになっております学術体制刷新委

員会肱，全国の科学者を代表し，又現下の新しい経済

状態に間述した技術的問題を解決するという科学者の
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|霧學i駕薫麓重麓露“
日本学術会|撒会風として当巡の栄番を担われた皆様の

前に，お祝の言轆を申し述べる.仙会を得ましたこと
ー一

｜
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|といたします．
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